




























も話せない息子に、言葉だけはしっかり勉強してこいよと背中 押し、送り出した。カレル大学の留学生向 授業はさいわい英語だが 街はいうまでもなくチェコ語だらけで る。どんな苦労があったのか、毎日どんな暮らしをしていたのか、 まだに詳 いことは知らないだ、なんと便利な時代だろう 今はスカイプというテレビ電話（ か無料）がある。顔を見ればすべては瞭然。あとは推して知 べし。
息子は日本人留学生として、チェコ テレビ番組 出演したこともあ
る。旧市庁舎前広場でストリートミュージシャンに小銭を落とし、ブルタヴァ川（ 「モルダウ川」はドイツ語の呼び方。祖国への愛に燃えチェコ人にとって、ドイツ語の呼称は許 がたい）のほとり なにやら真顔で語り、ビールを片手に居
ホスポダ
酒屋で、美しい赤屋根を見下ろすプラハ
城の城壁 、柔和な笑顔 見せ がらインタビューに答える息子（ただし、受け答えはすべて英語だったが） 。その「勇姿」を、チェコ語への吹き替えで何を言っているのか皆目わか ないまま、家内とふたり、
ネットで毎日飽きもせずに見入った。いつまでも子どもだと思っていた息子が、すっかり大人になっていた。
そんなある日、息子とスカイプでやりとりをしていたときのことであ






































Joana （ジョアナ） 。日本語では「よはな」 。はてさて世華
がいいか。夜花にする 余巴菜 ありか 譽端はどうか。ああ、だんだん暴走族めいてきた。わたしと てはむしろ、すっきりとしたひらがなの「よはな」に「はん」を添えて、こっそり「よはなはん」 呼んでみたい。最初の「は」にアクセントを置いて。
樫山文枝主演のＮＨＫ連続テレビ小説『おはなはん』が一年間放送さ
















johanahan 。 「よはなはん」 。
「春、夏、秋、冬、歩き続けるよはなはん…」






で、とてもよく似ている。いやじつは、似 い ど ろかまったく同一の「実体」である。ただ、キリストの「三位一体」みたいで、日本人にはちょっとわかりにくい。
さきほどヨハンの女性版がヨハナだとお話しした。チェコ語には名だ
けでなく姓にも男性ヴァージョンと女性ヴァージョンがある。ある女性たとえばいま仮 ダニエラさんするが、このダニエラさん チャペック
4という姓の男性と結婚したとしよう。好き嫌いは別にして、結婚すると女性が男性の姓を名乗るのはチェコでも日本と同じ習い。とすればダニエラさんはダニエラ・チャペックになるはずだ。日本人ならこう考えるだろう。ところがそうは問屋が卸さない。ダニエラ・チャプコヴァーとなる（ 「ペ」が「プ」になる捻り技が入るが） 。娘が生まれたら、娘のラダは女だから ダ・チャプコヴァー。いっぽう息子のヤンは男だからヤン・チャペックとなる。
東京オリンピックのご記憶がある方なら、 「オリンピックの名花」と














































































だって？初めて説明を聞いた人はだれでもそう思う。わたし って学生時代にＣ先生からこの説明を聞いたときには「無理だ」と思った 家に帰ってやってみた。やはりできなかっ 。 、 「無理っぽい」ところがなんだかカッコいい。
思うのだが、そもそも人が外国語に惹かれ 理由、言葉を知りたいと
思う動機の大半は、文字や音の「謎」や「神秘」では だろうか。この文字どうやって読むんだろう？あ どう って出すんだろう？
　











の「ル」と ジュ」を同時に出すこと でき た。どうしても ル」が先に出てしまう。そして「ジュ」 「ル」が終わっ からでないと出てこない。 「同時」なんてことがそもそもできるのか。とこ が、練習をし いるうちにだんだんと時差が縮まってきて、最後には（ほぼ）同時に出せるよう なった。出せるようになってみると れが 思いたほどむずかし 音ではない。ましてやそこ 謎や 秘を感じて た昨日までが嘘のようだ。謎も神秘も ひとたび慣れてしまえば当た 前
6になってしまうのか。でも、最初の神秘が当たり前になったころ、また別の神秘に惹かれてゆくのが言葉の世界。なにかに似てい いだろうか。そう、男と女の関係である。好奇心とはよくでたものだと感心する。「ドボルザーク」という表記を見るかぎり、
řá の文字が表す音を以



























プ」もこの例ではない 。とすると、 「ドボルザーク」の「ルザ」もこの「ゼネラル 時代の産物なのだろうか。
いや待てよ。こうして思いつくのはいずれも「ジェ」→「ゼ」の例ば





















































































直音化、 「どうじょ」は「どうぞ」という直音 拗音化である。 「直音の拗音化」と「拗音の直音化」がふたつながらに入っている どうやら東
北だけでなく、沖縄にもこの現象があるらしい。
そこで、件の友人に勧められるまま『方言の地図帳』を買って覗いて






ていたのだ。ううむ…「 『セカイ』なんて粋がって『シェカイ』をばかにし いるお前の方がほんとうは野暮なんだよ」と言われた気分。 「粋」 、「野暮」などと素人くさい感想がつい口を突いて出てしまったが、人間、自然に獲得した正／誤、上／下、中心／周縁といった価値観からはなかなか 由 なれな ものだ。しかし 個人の価値観 ど歴史の流れから見れば無に等しい。「拗音の直音化」とは無関係。そう結論した「ドボルザーク」問題だが、こう見てみると意外と近 ところにあるような気もしてくる。 だ、
「シェ」が「ゼ」に、 「ジェ」が「ゼ」になる「直音化」の例はけっこうあるし、 「シャ」が「サ」になる例も「おたっさ」の例で見たとおりだが、「ジャ」が「ザ」になる「直音化」の例 どうしても見つからない。どなたか見つけた方 本稿著者にご一報あ 。
8「よはなはん」の名前、ヨハナ・ドヴォジャーコヴァーから出発してだいぶ遠いところまで来てしまった。話を元にもどすとしよう。カレル大学の日本語教室で息子と出会った「よはなはん」が、なぜわが家にやってきたのか。その話だった。息子がプラハから帰国してしばらくたったころ、今度は「よはなは
ん」が日本に行きたいと言い出した。どう ても行きたい。留学したい。でも、大学の交換留学生制度を使うと費用は全額自己負担。家庭に迷惑はかけられない。かといってプラハ 日本料理店でちまちま貯めたバイト代で太刀打ちできるような金額ではない。打開策はたったひとつ。日本政府の給費である。この試験に落ちたら日本には行けないか しれない。わが家 みんなも祈るような気持ちで給費留学生試験の結果連絡を待った 結果は、 ごと合格だった。「よはなはん」はいま（二〇一四年八月現在） 、日本語・日本文化研究留学生（略して日研生）として 一年間 予定で、東京の某国立女子大学に通っている。カレル大学の日本語研究学科にあと一年学籍を残しての留 である。それにしても「よはなはん」はどうして日本語に興味をもったのだろ
うか？以下は、彼女へのインタビューを再構成した文章である。
日本語への興味・関心のきっかけ 、御多分に漏れずアニメでした。




































































































































































だんむずかしくなってき 。発音で特にやっかいな が高低アクセント。何度聞いても高低差を判別できないものがあります。 「ら行」の発音もなかなかきれいにできません。敬語や謙譲語を含む待遇表現はやはりむずかしいですね。でもいちばんたいへ なのは漢字。覚えるのにほんと苦労します。試験前なん 、もう涙が出てきちゃっ …
将来は日本で漫画の編集をしたいのですが、競争率高そうですね。そ
れにどうやって就職活動をしたら いのか… ずれ せよ、卒論を出し
て、カレル大学を卒業しなくては。でもその前に、九月末に日本の留学生活を終えて帰国しなければ りません。ああ、帰りたくない…このまま日本に居続けられればいいのに…
こうして「よはなはん」は東京にやってきた。その日本語力にはふれるたびに驚き、舌を巻く。家族の会話には最初








能力は、ただただ驚異 ） 。おそらくその両者 ような気もするがいまは問わずにおこう。いずれにせよ こんなに日本語能力の高いチェコ人が東京にやってきたのだ。こ を奇貨としない手はない。
そこで「よはなはん」にチェコ語の家庭教師を願い出た。アルバイト






















































1（ ） 「話者の特定の人物像（年齢、性別、職業、階層、時代、容姿、風貌、性格など）を想起させる特定の言葉遣い。主にフィクションにおいてステレオタイプに依存した仮想的な表現をする際に用いられる」 （ 「ウィキペディア」より）
（
1（）大島弓子作。 『月刊セブンティーン』に連載。
（
1（）吉住
　
渉作。 『りぼん』に連載。
（
1（）矢沢あい作。 『
Z
ipper 』に連載。
（
（（）横山光輝作。 『週刊少年チャンピオ 』に連載。
（
（1）鳥山
　
明作。 『週刊少年ジャンプ
（
（（）藤沢周平原作。山田洋次監督作品。二〇〇六年公開。
（
（（）澤田鎌作監督作品 二〇〇七年公開。
（
（（）宮部みゆき原作。森田芳光監督作品。二〇〇二年公開。
（
（（）福澤克雄監督作品。二〇〇八年公開。
（
（（）三谷幸喜脚本・監督作品。二 〇六年公開。
（
（（）三谷幸喜脚本。星
　
護監督作品。二〇〇四年公開。
